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編 集 後 記

　初夏のことだったろうか、沖縄の研究仲間が企画する「シンポ」への誘いが
あり、向こうに渡りたいばかりに何時もの如く安請け合いしてしまい、やはり
何時もの如く直前になって発表準備に四苦八苦している。秋も深まりイベント
の広報が始まってから気付いたのは、タイトルの枕が「戦後沖縄研究コロキウ
ム」になっていたこと。「シンポ、シンポ」と言っていたのにと思いつつも、
聞き慣れない言葉を辞書で引くことから準備作業にとりかかる。
　『 コ リ ン ズ 』 に よ れ ば、colloquiumと はan informal gathering for 
discussionで、特に社会科学分野のacademic seminarという意味もあるらし
い。ラテン語源でconferenceの意だという。日本語にもある大学内のゼミと
いう意味のseminarは、18世紀にドイツから京都大学に伝わったという定説
があるが、上記の場合はa meeting for holding discussions or exchanging 
informationという一般的な意味だから、結局同義となり、判ったようで判ら
ない気分。そこで検索をかけると、シンポジウムやパネルディスカッションと
いう類語と並べて、あれやこれやと、語源を辿ったり、細かい区別を述べ立て
たりした説明が幾つもみつかる。同じような疑問を抱いた人が多いのだろう。
当たり前だが、説明は各人微妙に違っていて、納得がいくような説明を求めて
次々に頁を繰っていくうちにすっかり疲れてしまった。検索を止めたところで
頭に残っていたのは、コロキウムとシンポジウムは限りなく同義で、語源が違
うだけという、英語には有りがちな語彙の重複らしいこと。であれば、ギリシャ
語源の「シンポ」だけが早くから日本に定着したのは何故か歴史的な説明を求
めたくなる。原意が「饗宴」というのに惹かれるが、これは関係ないだろう。
記憶に残ったもう一点は、パネルディスカッションが、panelに対するfloorの
参加を前提にしたものであること。だから、コロキウムやシンポジウムと異な
り、質疑応答のみでも成立するのだという。
　最後の点は、要するに聴衆の参加ということだが、コンピュータサイエンス
教育のブログで見つけた定義には、panel discussionとは、聴衆の参加率が相
対的にforumに劣るものとあった。つまり、逆に言えば、数多ある類語のなか
で双方向的な情報の伝達に最も優れたのがフォーラムだということができる。
ローマの都市で公開討論がおこなわれた広場が原義だから、聴衆の完全参加、
否、と言うよりはむしろ、聴衆と発言者の区別を最小限にした形式がこの名で
呼ばれるのは納得がいく。
　さて、巻頭言で所長が言及しているように、今号の『国際経営フォーラム』
は『マネージメントジャーナル』と統合されて再スタートとなった。私たちの
研究所とその機関誌が、市民がオープンに意見を交わし合うローマの広場のよ
うな場を提供できるよう努力していきたい。
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